












では，従属接続詞 because, if について正しく用いることに課題が存在することが明





い る（p.35）。 そ の 上 で I didn’t go out because it was raining./When I visited 
Tomoko, she was listening to music./Mary will have lunch before she comes here./
We know that Bill has a lot of CDs. の４つの英文を提示している。中学校英語教
科書では，because, if, when, that を含んだ英文を重要構文1）として扱っているが，
before や本研究で取り上げる after については重要構文として扱われていない。
because や if を含む英文は中学校英語教科書で重要構文として取り上げられている
にもかかわらず，課題が見られることから，重要構文として取り扱われていない










because を例として挙げているが，その他に if と when の意味的混同，after の位置
の混乱とともにカンマを使う例（We practiced judo for two hours.  *After, we went 




Lee, Lee & Kim（2008）は，韓国人英語学習者に語順を選択させる課題を課した
ところ，接続詞 when や if が導く従属節を前置する母語の韓国語の特徴を英語に持
ち込んでいる事例を明らかにしている。
　because, if, when といった従属接続詞に比べ， 従属接続詞 before/after を扱って
いる研究はあまり多くない。熊田 （2005） は， 複数の英和辞典や小説で用いられて
いる before 節， after 節2）についての位置関係を調べ， before 節については後置され
る傾向を， after 節については前置される傾向があり， 出来事が発生した順に記述さ





before 節，after 節についての調査を行った。分析の結果，before 節については，教




　順序の異なる２つの出来事（Event 1, Event 2; 以下 E1, E2）を，before/after を使っ
て表現する際， 1） E1 before E2, 2） E2 after E1, 3） Before E2, E1, 4） After E1, E2の
４通りが可能だが， Kai （2000） は， 日本人英語学習者の中に5） E2 before E1， 6） 
E1 after E2のような誤りを示すことがあり， 3） や4） のように，接続詞を文頭に置







ことで， 5） や6） のような誤りが生じると主張している。Kai （2000） は， 高校１年
生を調査対象者として， 実験群 （before/after 節を後置する指導） と統制群 （間接疑
問文を指導） に事前・事後・遅延テスト法を用いて，指導の効果を検証した。その
結果，いずれの群も指導前に5） E2 before E1や6） E1 after E2のような誤りを犯し，
実験群は事後テストの結果から before/after を正しく使えるようになり， １カ月後
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も可能であり，例えば I watched TV before I ate dinner. のように後置することも
できるし，Before I ate dinner, I watched TV. のように前置することも可能であ
る。また，接続詞の位置が英語は，接続節内で日本語と反対になるため，例えば「夕





　また，before 節を用いて単純に過去のことを示す際に英語では I watched TV 
before I ate dinner. となるが，日本語では「夕食を食べる前に，テレビを見た。」
となり，主節と従属節の間で時制が一致しない現象が生じる。after 節を用いて，







before を例にして中学校英語教科書 Sunshine English Course 1, 2, 3を見ることに
する。before が初めて使われるのは，before dinner （Sunshine English Course 1, 
p.72）で，WORD BOX（言いたい語句や表現がわからないときの参考）の中で，
訳語「夕食前」とともに提示されている。次に before が出てくるのは， I will go to 
the airport before noon. （Sunshine English Course 2, p.23）という練習問題の中で
ある。同じページの脚注に単語と発音記号に加えて，「～より前に」という訳語が
記されている。前置詞としての用法を同書 p.28で学習した後，He never did it 
20
before.（Sunshine English Course 2, p.44） が本文に出現する。この before は副詞
である。その後，同書 p. 71で前置詞として再度扱われ，I knew it before I came to 
Japan. （Sunshine English Course 3, p.9） のように， 本文の中で接続詞として学習す

















































問 題 番 号 1 3 5 7 9 11 13 15 1 2 3 4 5
時　　　制 現在 過去 未来 未来 過去 過去 未来 未来 現在 現在 過去 未来 現在
問題の内容 天気 天気 天気 天気 命令 質問
従属節前置 2% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 1% 0% 0%
従属節後置 63% 66% 67% 66% 65% 62% 57% 41% 46% 47% 40% 33% 23%
前置詞句前置 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
前置詞句後置 31% 32% 31% 32% 16% 11% 12% 8% 20% 13% 12% 19% 6%
他 2% 0% 1% 0% 16% 17% 16% 15% 4% 3% 5% 2% 12%
無　解　答 2% 1% 0% 1% 1% 8% 14% 35% 28% 36% 41% 46% 58%




英文（例 Emi did her homework before she washed the dishes last Sunday.）を産
出する割合が平均61％で，次に前置詞句の後置用法（例 Emi did her homework 
before washing the dishes last Sunday.）が平均22％，従属節を前置する傾向（例 











時制 現在 過去 未来 現在 過去 未来
N 275 275 275 275 275 275
Mean 1.79 1.60 1.68 1.32 0.88 0.99












あった（F (1, 274)=134.68, p<.01; F (2, 548)=41.50, p<.01）。さらに交互作用が有意で
あった（F (2, 548)=8.11, p<.01）。
　そこで， さらに時制別にタスクの単純主効果を検定した結果， 「現在」 （F (1, 274)= 






問 題 番 号 2 4 6 8 10 12 14 16 6 7 8 9 10
時　　　制 現在 過去 未来 未来 過去 過去 未来 未来 現在 現在 過去 未来 現在
問題の内容 天気 天気 天気 天気 命令 質問
従属節前置 2% 2% 1% 1% 2% 1% 1% 1% 0% 1% 1% 1% 0%
従属節後置 62% 64% 66% 63% 60% 60% 48% 40% 13% 21% 13% 12% 8%
前置詞句前置 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
前置詞句後置 36% 33% 32% 35% 16% 16% 10% 9% 7% 3% 3% 7% 5%
他 0% 0% 0% 0% 16% 14% 16% 12% 6% 2% 3% 1% 4%
無　解　答 0% 1% 0% 1% 5% 9% 25% 37% 73% 72% 80% 79% 83%
計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
表３から， タスク①では， 従属節を後置する英文 （例 Taro studies hard after he 
watches TV every day.） を産出する割合が平均58％， 次に前置詞句の後置用法 （例 
Taro studies hard after watching TV every day.） が平均23％で， 従属節を前置す










あった（F (1, 274)=1022.0, p<.01; F (2, 548)=14.42, p<.01）。さらに交互作用が有意傾
向であった（F (2, 548)= 2.66, .05<p<.10）。








　そこで， さらに時制別にタスクの単純主効果を検定した結果， 「現在」 （F (1, 274)= 
734.36, p<.01）， 「過去」 （F (1, 274)=504.85, p<.01）， 「未来」 （F (1, 274)=704.64, p<.01）
のすべてで，有意水準１％で有意であった。
　また，タスク別に時の単純主効果を検定したところ，タスク①は有意水準１％で




















時制 現在 過去 未来 現在 過去 未来
N 275 275 275 275 275 275
Mean 1.87 1.66 1.72 0.40 0.31 0.35












before 節で， 日本語の「～する前に」につられて，過去形で書くべきところを Emi 
did her homework before she washes the dishes last Sunday. のように現在形で書
いている調査対象者は95人おり，このうち32人が２回以上現在形を用いていた。一
方，after 節で，日本語の「～した後で」につられて，現在形で書くべきところを





が，Taro will play the guitar before he will leave school. のように will を使ってい
る調査対象者が多数見られた。１回でも使用している調査対象者は93人で，２回以
上使用している調査対象者は82人であった。その一方で，主節に will を用いても
従属節内では will を用いないという知識を過去形でも活用し，過剰一般化（例　It 
was sunny after it snows.）を起こしている調査対象者も多数見られ，このような
誤りを２回以上犯している調査対象者は34人であった。
　この他に，母語の影響と思われる誤用例として，従属節の中で主語を落として，

































































before S will after S will 過剰一般化
上位群 9 1 15 4 12 7 16 16 9
中位群 5 4 6 1 8 9 21 16 6
下位群 17 12 5 1 13 10 15 13 2














+p<.10  *p<.05  **p<.01

































































あった（F (1, 274)=124.73, p<.01; F (2, 548)=17.02, p<.01）。さらに交互作用が有意で
あった（F (2, 548)=5.78, p<.01）。
タスク 文法性判断（タスク①） 空所補充（タスク②）
時制 現在 過去 未来 現在 過去 未来
N 275 275 275 275 275 275
Mean 1.79 1.70 1.73 1.26 1.21 1.10











　そこで， さらに時制別にタスクの単純主効果を検定したところ， 「現在」 （F (1, 274)= 
99.95, p<.01），「過去」（F (1, 274)=77.04, p<.01），「未来」（F (1, 274)=145.19, p<.01）
のすべてで，有意水準１％で有意であった。
　また， タスク別に時の単純主効果を検定したところ， 文法性判断タスク（タスク①）
は有意水準５％で有意であり （F (2, 548)=4.60, p<.05）， 空所補充タスク（タスク②）は
有意水準１％で有意であった （F (2, 548)=22.67, p<.01）。
　Holm 法を用いタスク毎の多重比較の結果としては，タスク①で「現在」の平均
が 「過去」 の平均よりも有意に大きく （MSe=0.0764, p<.05）， 「現在」 と 「未来」， 「過












































　Research Questions 以外の発見として，before/after 節内で主語を２回以上用い
ていない調査対象者が17.5％も存在したことがわかった。例えば，Taro studies 


































２）本研究では，接続詞 before が導く従属節を before 節，接続詞 after が導く従属
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8:00 p.m. 9:00 p.m.
watch TV study hard 
Ｂ．次の各日本文を英語に直しなさい。
　１．私は毎晩寝る前に，牛乳をコップ１杯飲みます。
　２．暗くなる前に，家に帰ってきなさい。
　３．トムはサッカー部に入る前は，野球部に所属していた。
　４．理彩（Risa）は渋谷で買い物をする前に，映画を見るつもりです。
　５．大学に入学する前に，何冊本を読む必要がありますか。
